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2021 年 1 月から Web NDL Authorities が変わります 

 
【はじめに】 

 

国立国会図書館典拠データ検索・提供サービス（Web NDL Authorities）は、2021年 1月から、国立国会図書館

検索・申込オンラインサービス（国立国会図書館オンライン）との連携を開始します。さらに、新しい典拠デー

タ「著作」と「ジャンル・形式用語」の提供を開始します。また、2021 年 1月から新たに公開されるアジア言語

資料の著者名典拠については、本誌今号「おしらせ：2021年 1月から Web NDL Authoritiesでアジア言語資料の

著者名典拠を公開します」をご覧ください。 

 

この記事では、新しく提供する典拠データ「著作」「ジャンル・形式用語」を例にとりながら、2021年 1月から

の Web NDL Authoritiesの変更点を紹介します[1]。 

 

1. Web NDL Authorities と国立国会図書館オンラインの連携 

 

Web NDL Authoritiesには、典拠データとリンクする書誌データを検索できる機能があります。2021年 1月か

ら、Web NDL Authorities は、書誌データ検索の連携先を国立国会図書館サーチから国立国会図書館オンライン

に変更します。 

 

Web NDL Authorities の詳細情報画面では、ページ上に書誌データ検索のためのリンクボタンが表示されます

（図 1）。リンクボタンをクリックすると、2020 年 12 月までは国立国会図書館サーチの検索結果一覧画面に遷移

しますが、2021年 1月からは国立国会図書館オンラインの検索結果一覧画面に遷移します。遷移した先の検索結

果一覧から書誌データを選んだ後、その詳細画面からも直接国立国会図書館オンラインにログインすることがで

き、そのまま資料の利用申込みに進むことができます。 

 

 

https://id.ndl.go.jp/auth/ndla
https://ndlonline.ndl.go.jp/
https://ndlonline.ndl.go.jp/
https://iss.ndl.go.jp/
https://ndlonline.ndl.go.jp/
https://ndlonline.ndl.go.jp/
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図 1 著作典拠の詳細情報画面（予定）[2] 

 

書誌データ検索のためのリンクボタンは、「著者名検索」、「件名検索」、「著作検索」、「ジャンル検索」の四種類

に増えます（表 1）。 

 

リンクボタン 検索対象 リンクボタンが表示される 

典拠種別 

著者名検索 典拠が表す個人・団体が著者などであ

る資料 

個人名、団体名、地名 

件名検索 典拠が表す個人・団体、もの・ことな

どをテーマとする資料 

個人名、家族名、団体名、地名、

統一タイトル、著作[3]、普通件

名 

著作検索（2021年 1月

から追加） 

典拠が表す著作（作品のアイディア）

を具体化した資料[4] 

著作 

ジャンル検索（2021

年 1月から追加） 

典拠が表すジャンル・形式に該当する

資料 

ジャンル・形式用語 

表 1 Web NDL Authoritiesのリンクボタンの種類 

 

リンクボタンをクリックすると、固有の典拠 IDを通してその典拠データにリンクしている書誌データのみを

検索するため、同姓同名の別人や、表記の形が同じ別の概念を区別することができ、国立国会図書館オンライン

での資料の検索がより便利になります。 

 

たとえば、国立国会図書館オンライン詳細検索画面の著者名欄に「村上春樹」というキーワードを入力して検

索を行うと、キーワードの文字列を含むすべての書誌データが検索結果一覧として表示されるため、広く検索し

たい場合には便利ですが、小説家「村上春樹」と国文学者「村上春樹」の著書がどちらもヒットしてしまい、著者

名のみでは検索結果をどちらかの著書に絞ることができません。 

 

同様に、件名欄に「河童」というキーワードを入力して検索を行うと、伝説上の生物である「河童」を主題とし

た本だけでなく、芥川龍之介の小説『河童』を主題とした本や、舞台芸術家・作家の「妹尾河童」を主題とした本

などもすべて、一緒に混ざってヒットしてしまいます。 

 

一方、典拠データは異なる人物や概念を区別して作成されるので、典拠 IDによる検索では、より必要な情報の

みに絞った検索・表示が可能です。典拠データとリンクしている資料群に限定されるものの、関連性の低い書誌

データを除外できるため、目的に適った資料の絞り込みが容易になります[5]。 

 

また、国立国会図書館オンラインの書誌詳細画面に表示される、「Web NDLAへのリンク」アイコンをクリックす

ると、Web NDL Authorities の当該典拠の詳細情報画面に遷移します（図 2）。Web NDL Authoritiesの連携先が

国立国会図書館オンラインに切り替わることで、国立国会図書館オンラインとの間で双方向からのアクセスが実
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現し、書誌データから典拠データへ、典拠データから書誌データへとシームレスに画面を移動することが可能に

なります。 

 

2. 著作 

 

Web NDL Authoritiesでは、2021年 1月から、『日本目録規則 2018年版』で新たに典拠コントロールの対象に

加わった「著作」の典拠（以下、「著作典拠」）［6］の提供を開始します。著作は、著作典拠と件名典拠（「統一タ

イトル件名」）［7］で同一の典拠データを使用します。 

 

「著作」とは、資料として具体化される前の作品のアイディアそのものを表す概念です。同じ作品であれば、

タイトルのゆれや翻訳者の違いに関わらず、同じ一つの著作（作品のアイディア）を具体化したものとみなし、

それぞれの書誌データから同じ一つの著作典拠にリンクします。つまり、同じ作品の異なるタイトル表記の形が

一つの著作典拠にまとめられます。 
 

著作典拠のリンク対象となるのは、国内で刊行された図書、外国で刊行された和図書の一部です[8]。資料に具

体化された著作のうち、つぎに該当するものの典拠データを作成します（ただし、音楽作品、聖典、法令などを

除きます） 

 

    a) 復刻・翻刻または翻訳（現代語訳・口語訳を含む）された古典作品の原著作[9] 

    b) 日本語訳のタイトルが複数存在する近現代の作品の原著作[10] 

 

著作典拠の適用対象「a) 復刻・翻刻または翻訳（現代語訳・口語訳を含む）された古典作品の原著作」につい

ては、たとえば 2020 年に完結して話題となった、小説家角田光代による「源氏物語」の現代語訳のような作品を

想定しています。 

 

また、著作典拠の適用対象「b) 日本語訳のタイトルが複数存在する近現代の作品の原著作」については、サン

＝テグジュペリの小説“Le Petit Prince”を原著作とする『星の王子さま』『小さな王子』などのように、翻訳

者によってタイトルが異なる作品を想定しています。 

 

Web NDL Authorities の著作典拠の詳細情報画面には、「著作検索」と「件名検索」の二つのリンクボタンが表

示され、それぞれのボタンから、国立国会図書館オンラインの検索結果一覧ページに遷移します。 

 

「著作検索」リンクボタンからは、国立国会図書館オンライン上の当該著作（作品のアイデア）を具体化した

資料をまとめて検索できるようになります。この機能によって、復刻・翻刻または翻訳などによるタイトルの違

いを超え、対象の著作に絞った上で、効率よく書誌データを検索することが可能になります。ただし、著作典拠

の作成および書誌データとのリンクは、当面の間、2021 年 1 月以降に書誌データを作成する資料に限られます

[11]。 

 

https://www.jla.or.jp/mokuroku/ncr2018
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一方、「件名検索」リンクボタンからは、対象の著作を主題とする本の書誌データをまとめて検索することがで

きます。キーワード検索と異なり、資料群は典拠データとリンクしているものに限定されますが、書名などにキ

ーワード（著作のタイトル）が含まれていない場合でも、その著作をテーマとした資料を検索できます。図 1 の

「今昔物語集」の例では、「著作検索」リンクボタンからは、作品そのものとしての「今昔物語集」の検索が可能

ですが、「件名検索」からは、「今昔物語集」の研究書など、「今昔物語集」をテーマにした本の書誌データを検索

することができます。 

 

また、著作典拠データの詳細情報画面に、新たに「日本古典籍総合目録データベース」（国文学研究資料館のデ

ータベース）へのリンク[12]を追加します（図 2）。Web NDL Authoritiesの古典作品の著作典拠から、日本古典

籍総合目録データベースの同じ古典作品の著作レコードに遷移します。その詳細画面にある書誌データ一覧では、

当該著作に紐づく日本古典籍総合目録データベースに収録されている書誌データを確認することができます。 

 

https://base1.nijl.ac.jp/%7Etkoten/
https://www.nijl.ac.jp/
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図 2 著作典拠詳細情報画面からのリンクイメージ 

 

3. ジャンル・形式用語 

 

著作の典拠と同様に、2021 年 1月から、Web NDL Authoritiesでは「ジャンル・形式用語」の典拠（以下、「ジ

ャンル・形式用語典拠」）の提供を開始します。ジャンル・形式用語は、その資料が「何であるか」を表す統制語

彙で、資料の内容の類型や様式を表します。国内で刊行された図書および外国で刊行された和図書の一部を典拠

のリンク対象とし、導入当初は「漫画」、「児童図書」、「LLブック」、「議会資料」の四つを適用します。ジャンル・
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形式用語に関する詳細は、本誌今号「コラム：ジャンル・形式用語の付与を開始します」をご覧ください。 

 

 

図 3 ジャンル・形式用語典拠の詳細情報画面（予定） 

 

ジャンル・形式用語典拠の詳細情報画面では、「ジャンル検索」ボタンから、国立国会図書館オンラインの検索

結果一覧に遷移します。国立国会図書館オンラインの検索画面では、ジャンル・形式用語によるキーワード検索

はできませんが、Web NDL Authorities のリンクボタンを使うことで、ジャンル・形式用語典拠にリンクする書誌

データの検索が可能になります。2021年 1月の提供開始当初はリンクされた書誌データは限られていますが、今

後検索可能な書誌データが増えていきます。将来的には遡及入力も検討していく予定です。 

 

また、Web NDL Authoritiesでは、すべての典拠種別について詳細情報画面から 1件ずつのダウンロードが可

能です。これに加えて、ジャンル・形式用語典拠では、TAB区切り（TSV）テキスト形式データでまとめてダウン

ロードを行うこともできます。 

 

【おわりに】 

 

この記事では、2021 年 1月からの Web NDL Authoritiesに関する変更点を紹介しました。もっとも大きなポ

イントは、典拠データを用いた書誌データ検索の連携先が国立国会図書館オンラインに変更される点です。これ

により、典拠データを用いた資料の検索結果から、遠隔複写や閲覧などの利用申込みを、これまでよりもスムー

ズに行うことができるようになります。 

 

また、著作やジャンル・形式用語という新しい典拠データを利用することで、より目的に適う資料に絞った検

索ができるようになります。新しくなった Web NDL Authoritiesが、より多くの利用者の方々に便利で身近なも

のとなることを期待しています。 

 

西村 葉純 
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（にしむら はすみ 収集・書誌調整課） 

 

[1] 『日本目録規則 2018年版』の適用に伴う典拠データの変更については、次の記事もご参照ください。 

収集・書誌調整課 書誌調整係. コラム：NCR2018適用（2）典拠データの変更点. NDL書誌情報ニュースレ

ター. 2020年 1号（通号 52号）, 

https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11486587_po_2020_1.pdf?contentNo=1#page=10, ( 参 照 

2020-09-24). 

[2] 本稿の図について、システムの画面はすべて開発中のものです。また表示されているデータは仮のものです。 

[3] 著作と統一タイトル件名は同一の典拠データを使用します。Web NDL Authoritiesで、統一タイトル件名の

みで使用される典拠データの典拠種別は「統一タイトル」と表示されます。著作として使用される典拠は、

統一タイトル件名としても使用されるものも含め、典拠種別は「著作」と表示されます。 

[4] 著作の検索対象には、作品そのものを形にした資料のほか、改訂、増補、翻訳など元の作品の内容を損なわ

ない変更があった資料も含みます。 

[5] 国立国会図書館オンラインの書誌詳細画面では、「著者標目」、「統一タイトル標目」および「件名」の横に「NDL

オンラインを再検索する」アイコンが表示されますが、これは典拠 ID検索とは異なり、文字列で国立国会図

書館オンラインを再検索する機能です。この再検索機能では、典拠データとリンクしていない書誌データを

含め、すべての書誌データが検索対象になります。文字列検索でも「村上, 春樹, 1949-」と「村上, 春樹, 

1937-」のように区別して検索できる場合もありますが、普通件名「河童」のように、統一タイトル件名「河

童 (小説)」や「妹尾, 河童, 1930-」などほかの典拠データの見出しの文字列の一部と重なる場合は、文字

列では区別して検索することができません。 

[6] 著作については次の記事もご参照ください。 

小林久美子. What's 書誌調整 ふたたび(第 12回)新しい『日本目録規則』(NCR2018年版)の特徴. 国立国会

図書館月報. 2018.11, (691）, p.21-25, 

https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11174776_po_geppo1811.pdf?contentNo=1#page=23, (参照 

2020-09-24). 

[7] 件名典拠（統一タイトル件名）については次の記事もご参照ください。 

伊東晶子. ある著作を主題とする本を発見するために―統一タイトル件名. NDL書誌情報ニュースレター. 

2019年 2号（通号 49 号）, 

https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11332890_po_2019_2.pdf?contentNo=1#page=2, (参照 

2020-09-24). 

[8] 整理区分コード 115（家庭内実用書など）、および 117（学習および受験関連書など）等の資料は、対象外で

す。整理区分コードに該当する資料の詳細は「整理区分ごとの書誌データ水準」をご参照ください。 

[9] 古典作品とは、原語が日本語の場合は慶応 4年以前、中国語の場合は宣統 3年以前（韓国・朝鮮語の場合も

これに準ずる）、それら以外の言語の場合は 1830 年以前に成立したものとします（ただし、外国の作品の復

刻・翻刻および外国の作品が日本語以外の言語にのみ翻訳されている場合を除きます）。 

[10] 近現代の作品とは、原語が日本語の場合は明治元年以後、中国語の場合は宣統 4年以後（韓国・朝鮮語の場

合もこれに準ずる）、それら以外の言語の場合は 1831年以後に成立したものとします。 

[11] 同一の著作を具体化した資料であることが容易に判明した場合には、2020 年 12月以前に作成した書誌デー

https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11486587_po_2020_1.pdf?contentNo=1#page=10
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11174776_po_geppo1811.pdf?contentNo=1#page=23
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11332890_po_2019_2.pdf?contentNo=1#page=2
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/catlevels.pdf
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タについても、著作典拠のリンク対象とする場合があります。 

[12] 現在、Web NDL Authoritiesの詳細情報画面からは、バーチャル国際典拠ファイル（Virtual International 

Authority File : VIAF）、米国議会図書館のリンクトデータサービス ID.LOC.GOV および Wikipediaにリン

クを行っています。 

  

http://viaf.org/
http://viaf.org/
https://id.loc.gov/
https://ja.wikipedia.org/wiki/
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コラム：ジャンル・形式用語の付与を開始します 

 
【はじめに】 

 

国立国会図書館（NDL）では、2021 年 1月以降に新規作成する書誌データのうち、国内で刊行された図書および

外国で刊行された和図書の一部について、ジャンル・形式用語の付与を開始します。 

 

1. ジャンル・形式用語とは 

 

ジャンル・形式用語とは、一言でいえば、その資料が「何であるか」を表す統制語彙です[1]。 

 

統制語彙としては、資料の「主題は何か」を表す件名を、これまでも書誌データに付与してきましたが、2021

年 1 月からは、新たにジャンル・形式用語も付与します。 

 

件名が資料の取り扱っている主題を表すのに対し、ジャンル・形式用語は、フィクションや写真集といった資

料の内容の類型や様式を表します。 

 

たとえば、石ノ森章太郎と他の漫画家が漫画について語り合った対談集『漫画超進化論』のように、主題が漫

画である資料には件名「漫画」を付与します。ダーウィンの『種の起源』を漫画化した『ダーウィン種の起源を

漫画で読む』のように、形式が漫画である資料にはジャンル・形式用語「漫画」を付与し、あわせて件名「進化

論」も付与します。 

 

2. NDLで付与を開始するジャンル・形式用語 

 

当初は、付与することによる効果が高いと考えられる、「議会資料」「児童図書」「漫画」「LLブック」の四つで

ジャンル・形式用語の付与（ジャンル・形式用語の典拠データとのリンク）を開始します。具体的には次のとお

りです。 

 

・「議会資料」：日本の議会資料および地方議会資料に付与します。 

・「児童図書」：学習参考書などを除くおおむね 18歳以下を対象とした図書に付与します。 

・「漫画」：読み物としての漫画作品はもちろん、漫画の形式で内容を伝える資料に付与します。 

・「LL ブック」：知的障害のある人や日本語を母語としない人などが読みやすいよう、写真や絵、絵文字、短い

言葉などで構成された資料で、LL ブックであることを示すロゴマークや語句が資料に表示されている場合に

付与します。 

 

「児童向けの漫画」や「児童向け LL ブック」など、複数のジャンル・形式用語に当てはまる資料には、複数の

ジャンル・形式用語を付与します[2]。 
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以下の図１は、明智光秀の伝記の書誌データの例です。国立国会図書館検索・申込オンラインサービス（国立

国会図書館オンライン）の「書誌詳細画面」で「詳細な書誌情報を表示」をクリックすると開く画面では、「ジャ

ンル・形式」と表示されます。ジャンル・形式用語「児童図書」「漫画」が付与されていることにより、この資料

は、児童向けの図書であり、漫画形式で書かれた資料であることがひと目でわかります。 

 

図 1 児童向けの漫画形式の資料の書誌データの例（予定）[3] 

 

3. ジャンル・形式用語による検索 

 

同じジャンル・形式用語が付与されたほかの資料を探したい場合は、国立国会図書館典拠データ検索・提供サ

ービス（Web NDL Authorities）を通じて検索することができます。 

 

図 2は、「LLブック」の例です。国立国会図書館オンラインの「書誌詳細画面」で「詳細な書誌情報を表示」を

クリックします。画面の「ジャンル・形式 LLブック」の右にある「Web NDLAへのリンク」アイコンをクリック

すると、Web NDL Authoritiesに収録されているジャンル・形式用語「LLブック」の典拠データ詳細情報画面が

開きます。画面右横の「ジャンル検索」リンクボタンを押すと「LLブック」が付与された国立国会図書館オンラ

インの書誌データの一覧が表示されます。 

 

児童を対象にした本で、漫画形式で書かれた本

であることがひと目でわかります。 

https://ndlonline.ndl.go.jp/
https://ndlonline.ndl.go.jp/
https://id.ndl.go.jp/auth/ndla
https://id.ndl.go.jp/auth/ndla
https://ndlonline.ndl.go.jp/
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図 2 ジャンル・形式用語「LLブック」が付与された書誌データの検索イメージ 

 

【おわりに】 

 

資料の類型や様式は、これまでも分類記号などで表してきました。たとえば、国立国会図書館分類表（NDLC）

国立国会図書館オンライン 

Web NDL Authorities  

国立国会図書館オンラインの検索結果一覧 

「Web NDLA へのリンク」

アイコンをクリックすると、

「LL ブック」の典拠詳細情

報画面に遷移します。 
 

「ジャンル検索」リン

クボタンをクリックす

ると、ジャンル・形式

用語「LL ブック」が付

与された書誌データ

の一覧が表示されま

 

https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/ndlc.html
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では、日本の議会資料は「BZ」で始まる記号で、児童向け図書は「Y1」から「Y18」までの記号などで表していま

すが、分類表に慣れていないとわかりにくいという欠点があります。 

NDLCに加えて、これからはジャンル・形式用語を使って言葉でも表すことで、より理解しやすい書誌データを

提供していきます。 

ジャンル・形式用語の付与は、「漫画」など、四つの用語のみでスタートしますが、将来的には用語の拡大や遡

及入力を検討していく予定です。ジャンル・形式用語を用いた多様な検索方法を提供できるようにしたいと思い

ます。 

（国内資料課） 

[1] ジャンル・形式用語の意義や機能については、以下の記事に簡潔にまとめられています。

柴田洋子. ジャンル形式用語の動向 : 米国議会図書館の取組みをはじめとして. カレントアウェアネス.

2016-03-20, (327),

https://current.ndl.go.jp/ca1869, （参照 2020-07-26）.

[2] ジャンル・形式用語作業の詳細については、2021年 1月以降に当館ホームページの以下のページに「国立国

会図書館ジャンル・形式用語作業指針」を掲載予定です。

https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index.html

[3] 本稿の図について、システムの画面はすべて開発中のものです。また表示されているデータは仮のものです。

https://current.ndl.go.jp/ca1869
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index.html
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おしらせ：『日本目録規則 2018 年版』適用細則案（地図資料、和古書）の公開および「ジャ

ンル・形式用語作業指針」の公開（予告）について 

 

国立国会図書館（NDL）では、2021年 1月からの『日本目録規則 2018年版』（以下、「NCR2018」）の適用開始を

目指し、適用細則および基準の案を 2019 年 10月以降、段階的に公開しています。 

 

2020年 11月には、地図資料および和古書を対象とする以下の適用細則および基準の案を公開しました。 

 

 『日本目録規則 2018 年版』適用細則（2021年 1月）（案） 

・ 「第 2部 セクション 2 著作、表現形、体現形、個別資料」（地図資料、和古書） 

 統一タイトル（和古書）の選択・形式基準（2021年 1月）（案） 

 

詳しくは、以下のページをご覧ください。なお、このページに掲載している適用細則および基準の案は、2021

年 1月以降、確定版として「書誌データ作成ツール」の各ページで公開します。 

 

 日本目録規則 2018年版（NCR2018）について 

 

また、NCR2018の適用開始と同時に導入するジャンル・形式用語について、NDLの運用方針を示す「ジャンル・

形式用語作業指針」を、2021 年 1月 5日以降、「分類、件名、ジャンル・形式用語」のページで公開します。ジャ

ンル・形式用語については、本誌今号「コラム：ジャンル・形式用語の付与を開始します」をご参照ください。 

 

（収集・書誌調整課 書誌調整係） 

  

https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/data/ncr/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index.html
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おしらせ：2021 年 1 月から Web NDL Authorities でアジア言語資料の著者名典拠を公開

します 

 

国立国会図書館は、2021年 1月から国立国会図書館典拠データ検索・提供サービス（Web NDL Authorities）

で、新たにアジア言語資料の著者名典拠約 1万 7000件を公開します。これらの典拠データは 2011年 11月まで

に作成されたもので、アジア言語資料の書誌データにリンクしており、個人名典拠および団体名典拠がありま

す。JAPAN/MARC（A）（典拠データの機械可読版）の収録対象およびバーチャル国際典拠ファイル（Virtual 

International Authority File : VIAF）への提供対象には含まれません。 

 

該当する典拠データは、詳細情報画面の注記に「アジア言語資料典拠」と表示します。アジア言語資料の著者

名典拠以外の個人名・団体名典拠とは異なり、「個人名標目の選択・形式基準」および「団体名標目の選択・形

式基準」に従った作成はしていません。このため、「名称/タイトルのローマ字読み」欄に中国の個人・団体のピ

ンイン表記が表示される場合や、カナ読みがあってもローマ字読みが表示されない場合があります。また、VIAF

へのリンクは表示されません。 

 

本誌今号「2021 年 1月から Web NDL Authoritiesが変わります」では、2021年 1月からの Web NDL 

Authoritiesのその他の変更点を紹介しています。あわせてご覧ください。 

 

 

図 アジア言語資料の著者名典拠の詳細情報画面（予定） 

 

（収集・書誌調整課 書誌調整係）  

https://id.ndl.go.jp/auth/ndla
https://id.ndl.go.jp/auth/ndla
http://viaf.org/
http://viaf.org/
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/accesspoint/personalname.html
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/accesspoint/corporatename.html
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/accesspoint/corporatename.html
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おしらせ：2021 年 1 月から書誌データ提供サービスが変わります 

 
【国立国会図書館サーチから MARC形式・MARCタグ形式のデータがダウンロードできます】 

 

2021 年 1 月 5 日（火曜日）から、国立国会図書館サーチの書誌詳細画面で、MARC 形式または MARC タグ形式の

書誌データを 1 件単位でダウンロードできるようになります。対象は国立国会図書館が作成した書誌データで、

検索結果一覧画面から検索集合でのダウンロードはできません。 

 

また、新たに、国立国会図書館サーチの書誌データを ISBN、キーワード、NDC、NDLC で検索し、検索結果をま

とめて MARC 形式または MARC タグ形式で取得できるツールが登場します。国立国会図書館サーチからダウンロー

ドした複数の書誌データを 1ファイルに統合することもできます。 

 

新しいサービスについては、2021年 1月 5日以降、ホームページ「全国書誌データ ＞ 全国書誌データ提供サ

ービス ＞ 国立国会図書館サーチ」でご案内する予定です。 

 

外部提供インタフェース（API）や RSS、DC-NDL 形式および JSON 形式でのダウンロードは従来どおり利用でき

ます。本誌 2019 年 4号でご紹介した「NDL 書誌データ取得・検索シート」も引き続き利用できます。 

 

図 2021年 1月 5日からの国立国会図書館サーチ画面（予定） 

 

【ホームページ「書誌データの提供」をご覧ください】 

 

https://iss.ndl.go.jp/
https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/index.html#search
https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/index.html#search
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11423784_po_2019_4.pdf?contentNo=1#page=22
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2021年 1月以降、国立国会図書館ホームページの現「書誌情報提供サービス」が、「書誌データの提供」に変

わります。書誌データ、典拠データ、雑誌記事索引データの取得や利用に関する便利な情報をわかりやすくご案

内します。 

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/index.html 

 

【NDL-Bib が終了します】 

 

2020 年 12 月 28 日（月曜日）をもって国立国会図書館書誌提供サービス（NDL-Bib）を終了します。2021 年 1

月以降、NDL-Bibのページにアクセスした場合はエラーとなりますのでご注意ください。代わりとなるサービス、

注意点については本誌 2020年 2・3号をご覧ください。 

 

（本件に関するお問い合わせ先） 

収集書誌部 収集・書誌調整課 書誌サービス係 

メールアドレス：bibinfo 

 

（収集・書誌調整課 書誌サービス係） 

  

@ndl.go.jp 

 

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/index.html
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11552488_po_2020_2_3.pdf?contentNo=1#page=25
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おしらせ：「NDL 書誌情報ニュースレター」は 2021 年 1 号（通号 56

号）をもって終刊します 

 

「NDL書誌情報ニュースレター」は、2021年 3月刊行予定の次号 2021 年 1号（通号 56号）をもって終刊しま

す。 
 

本誌でお伝えしてきた国立国会図書館の書誌データの作成と提供に関するお知らせや話題、適用しているルー

ル類、また書誌データの作成と提供に関する世界の動向などについては、本誌終刊後は「書誌データの作成およ

び提供」のページに掲載し、最新の情報をいち早くお伝えできるようにします。 

 

今後も書誌データの作成と提供に関する最新動向をお伝えしてまいりますので、引き続きよろしくお願いいた

します。 

 

（収集書誌部） 

  

https://www.ndl.go.jp/jp/data/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/data/index.html
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